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アクア淵野辺グループホーム

自己評価及び外部評価結果

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

相模原市中央区淵野辺本町2-19-14

事業所は、JR横浜線「淵野辺」駅北口より徒歩約20分の国道57号線に面した所にあ
ります。建物は木造2階建て、1，2階使用の2ユニットのグループホームです。
＜優れている点＞
法人の研修委員会作成の研修計画に基づき事業所内外の各種研修を実施し、職員の
資質向上を図っています。事業所内研修の講師は職員の交代制で実施しており、職
員の問題意識向上を図っています。受講者が提出する研修報告書は法人役員にも回
覧しています。研修担当課長が一人ひとりの報告書にコメントしてそれぞれに
フィードバックし、職員のモチベーションアップに繋げています。また、職場環境
は、チームワークが良く職員同士が話しやすい環境にあり、支援に関しても意見を
出し合い「利用者の出来ることを助ける」のではなく「こうしてみたら」という声
掛けをし、利用者の出来る能力を活かす支援に取り組んでいます。
＜工夫点＞
終末期の利用者の入浴にも、エアマットを使用するなどの職員からアイデアを活か
しシャワー浴を行っています。職員全員で協力し合い、出来る限り利用者の要望に
応えるよう務め、家族から喜ばれています。また、退院後のADL（生活動作）が低
下した利用者に無理のないようなリハビリを計画し、車いす使用の生活にならない
ように職員で話し合い支援に取り込んでいます。

■

15 ～ 22

評 価 結 果
市町村受理日

サービス種別
定　 員　 等

所　　在　　地

2023（令和5）年度
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251-0024 神奈川県藤沢市鵠沼橘1-2-7 藤沢トーセイビル３階
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評  価  機  関
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平成25年8月1日

平成25年8月1日指 定 年 月 日
1492600919事 業 所 番 号

56 ～ 68

 1 ～ 14

ﾕﾆｯﾄ数

36 ～ 55

認知症対応型共同生活介護

・covid-19の為に外部との関係が薄れていましたが、5類になってからは入居者がご
家族との交流を持てるように少しづつ変化を起こしています。第三者の方との関わり
は本社からの許可がまだ下りていない。・開設10年になったが比較的綺麗な環境を維
持出来ているかと思う。・最低でも一ヵ月に一度は季節の行事や2フロア合同での大
型レクリエーションの提供が出来る様に努めている。誕生日がある際にはそれぞれで
イベントを開催している。・系列施設での人材不足にもヘルプで行ったりなども頑
張っている。

Ⅴ アウトカム項目

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

自己評価項目

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

令和6年5月8日令和5年10月20日

http://www.rakuraku.or.jp/kaigonavi/

定員　計

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

株式会社フィールズ



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

レ 3．利用者の1/3くらいの レ 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

レ 3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない レ 4．ほとんどない

58 レ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが レ 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが レ 2，職員の2/3くらいが

レ 3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが レ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

レ 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

レ 2，利用者の2/3くらいが レ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

レ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

 事業所名 アクア淵野辺グループホーム

 ユニット名 1階ユニット

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

株式会社フィールズ



アクア淵野辺グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

昨年まで書類でのやり取りでしたが、今年
の(2023)8月より、事業所内にて開催する
事が出来てました。民生委員や自治会の方
も参加している為、イベント等の情報共有
を行えるよう図っています。

コロナ禍により書面開催であった運営推進
会議は、本年度第2回目から対面開催とし
ています。自治会長、長寿会会長、民生委
員、大野北第一高齢者支援センタ―職員等
の参加のもと実施しています。事業所活動
への質疑応答、地域情報の交換、行事案内
などがあり、運営に活かしています。

主として管理者が行っていますが、入居し
ている方には生活保護の方も多くいる為、
生活支援課との情報共有を頻繁に実施して
います。

介護保険認定更新手続きや事故報告書、運
営推進会議議事録提出で行政の担当部署と
は連携を取っています。生活保護受給者が
多くいるため、生活支援課と連携し相談、
アドバイスを得ています。ケースワーカー
も来訪し協力関係を築いています。

コロナ禍でなかなか地域との繋がりを持つ
事が難しかったですが、5類となった今少
しづつ地域との関係性を再び取り戻せる様
に励みたいと思います。9月から管理者が
変更となり、考え方も違う為、前管理者よ
りレクリエーションに力を入れる動きに
なった

コロナが5類に移行し、自治会行事も再開
しつつあります。自治会長や長寿会会長、
民生員から各種の行事案内や誘いがあり事
業所としても積極的に参加の意向です。4
年ぶりの開催となった地元日枝神社の「山
王まつり」への誘いがあり参加し交流して
います。

地域の一員として、今後再開
される地域行事に積極的に参
加し、地域交流をさらに深め
て行かれることが期待されま
す。

開設10年を迎えましたが地域の方への認知
症の方への理解が広まっているかという
と、広まってはいないと感じます。地域包
括や社共さんと連携してオレンジキャラバ
ンの会場に実際に出向いて認知症当事者と
関わりが持てたりしたらいいですね

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

エクシオジャパンとしての理念とは別にア
クア淵野辺グループホームとしての理念を
掲げています。また、朝礼で唱和をし日々
忘れないように心がけています。　ただ、
利用者様と職員に向けた文言で地域密着へ
の文言はないです。

事業所独自の理念「尊厳・笑顔・向上心」
を事業所内に掲示し周知を図ると共に、毎
日の朝礼時に職員が交代で音頭を取り唱和
し、共有しています。利用者一人ひとりの
出来ること、持っている能力に注目し、そ
れを活かせる支援を心掛け実践していま
す。

株式会社フィールズ



アクア淵野辺グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象
となる具体的な行為を正しく理解するととも
に、身体的拘束等の適正化のための指針の整
備、定期的な委員会の開催及び従業者への研修
を実施し、緊急やむを得ない場合を除き、身体
的拘束等をしないケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

電話や面会時にご家族からのニーズに対し
て、フロア会議等で検討し極力お力になれ
るように支援しています。ご家族と入居者
本人との意見の違いがある時には慎重に
行っています。

家族の面会時や電話で意見や要望を聞くよ
うにしています。感染症対策としての制限
をした上で、面会は本年8月から再開して
います。家族から、利用者との外食や外泊
についても相談がありますが、慎重に検討
しています。ご意見箱を玄関ホールに設置
しています。

成年後見人・保佐人の制度を利用している
入居者がいますが、職員がどこまで把握し
ているかは不明で、管理者の仕事となって
しまっている風潮がある為、一度、勉強の
機会があってもいいかもしれない。と記入
している私もケアマネのテキスト範囲くら
いの知識

管理者や各フロアのリーダーを中心にご家
族様のケアに当たっています。来年には介
護保険法の改定もあり、説明事項も増える
かと思う為、いち職員としても3年に1度は
勉強する機会を設けてもいいですね

法定内研修を通した学びの機会を設けると
共に、3か月1回身体拘束防止委員会を開催
し日々研鑽をしています。センサーマット
を使用していた方の生活リハ・運動リハの
結果ADLが向上した為、1名ですが外す事が
出来ました。

身体拘束廃止・高齢者虐待防止委員会、研
修を定期的に実施し、身体拘束や虐待の有
無を確認しています。防止に向けて各フロ
アで拘束や虐待が行われていないかを
チェックすると共に「これはどうなの
か？」と疑問に感じたことが起きた時には
「ヒヤリハット」として取り上げ検討する
ことにしています。

自己点検シート（チェックリ
スト）等を活用し虐待防止に
役立てられることも期待され
ます。

法定内研修と共に、管理者と各フロアの
リーダーが中心となって、虐待がないよう
に日々研鑽していますが、身体的なものは
なくても、精神的な物やスピーチロックの
ように感じる時はある為、職員一人ひとり
の価値観や人間性の違いも視野に入れて取
り組みたい。

スピーチロックについてフロア会議やリー
ダー会議で検討、確認し注意しています。
職員に不適切ケアがあった時はリーダーや
管理者が注意を促すようにしています。毎
年法人が職員のストレスチェックを実施
し、本人にフィードバックし精神的なフォ
ローをしています。

株式会社フィールズ



アクア淵野辺グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

各事業所レベルでは他の介護事業者とかか
わる事は少ないです。本社の代表が行って
いるとは思うが、情報は来ない。アクア淵
野辺としては新管理者がグループホーム連
絡会へ今度はじめて参加する予定はある。

介護支援専門員を中心に、利用者と家族の
ニーズに寄り添えるように努力していま
す。

管理者の変更により、なんともいえないで
すが、急な休日出勤や残業手当等の対応は
積極的の本社に掛け合ってくれています。

人事考課や個人面談を行い資格取得を勧め
モチベーションアップに繋げています。業
務都合によるサービス残業をなくしていま
す。本部役員が毎週来所し、職員や利用者
に声掛けし現場を把握しフォローしていま
す。職員用休憩室、ロッカー、トイレを設
置しています。

本社の教育委員会が中心になって研修会を
開いているようですが、参加者には不満が
多々ありそうです。カナテクカレッジなど
へ希望者が自由に参加できると良い。

年間研修計画に基づき研修を行い、受講者
は研修報告書を提出しています。事業所内
研修では職員が交代で講師になり実施し、
職員のスキルアップにつなげています。新
入育成は法人と連携を取り、能力に応じた
OJTで行っています。外部研修受講時は費
用補助があります。

定期的に面談の場を設けたり、立ち話的に
気軽に話ができる雰囲気が出来ています。

管理者も、フロアミーティングやリーダー
会議に参加し、日頃から職員とコミュニ
ケーションを取っています。意見や提案を
聞き、運営に反映させています。年2回、
個人面談の機会も持ち意見や要望を聞いて
います。
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アクア淵野辺グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

入居の際には、ご家庭で使っていた家具等
も持ち込んでもらったり、希望者には電話
や文通などで馴染みの方との関係性が途切
れないように努めていますが、現状は認知
症も進み減ってきている。

面会は、時間の制限はありますが8月から
再開しています。友人の来訪時は居室での
対応です。再来訪をお願いし関係が途切れ
ないよう支援しています。電話があった時
には本人に確認し取り次いでいます。以前
から囲碁が趣味の利用者の継続支援をして
います。

ホテル化になってしまっている面がある
為、現状厳しい。「要介護状態になって
も、その有する能力を生かして」という介
護保険法の文言の部分を職員と再確認し脱
ホテル化を目指し、自立支援しかり、利用
者同士の協力がある生活を目指し改革して
いきたい。

16にも記載したが関係を築く事が難しい家
族もいるが、リーダーを中心に積極的に家
族にも参画してもらえる機会を作ってい
る。

主として上記と同じだが、「本人には知ら
せないで欲しい」といった内容もある為、
困惑してしまう事もある。要望には応える
が本当にそれでいいのか、任せきりで面会
にも来る気が無いのでは？と感じる家族も
いる。

初回面談時や契約時、実際に入居されてか
ら、本人のADL等を確認し事前調査や紹介
状では分からない所を実際に確認してか
ら、本当に必要なニーズの支援ができるよ
うに努めています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

今までの生活歴を聞いて情報を集めを行
い。支援に活かせるよう努めている。

介護記録を残し、カンファレンスでサービ
スに繋げるようにしている。

施設長が変わる前や少し前の家族によって
は退去後や逝去後にも電話での相談やグ
リーフケアを行っていたが、現在は転居や
逝去された家族からの連絡はないのとコロ
ナ禍の影響もあり気軽に交流が出来ない風
潮になっている気がする。

出来るだけ要望に沿った介護支援差０ビス
が提供できるよう努めています。

日々の生活の中で利用者の発する言葉や表
情、行動から思いや意向を把握する様に努
めています。意思疎通の困難な利用者は入
居前に家族からの情報を集め、利用者がそ
の人らしく暮らし続けられるよう支援を
行っています。

気の合う利用者同士が近くで過ごせるよう
に配慮している。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

家族の生活状況や入居前の状態、前施設で
の事を踏まえて、淵野辺総合病院とつばさ
クリニックの２つ訪問診療を柱として、月
２回の定期訪問診療や臨時往診、電話での
相談等を活用して、適宜、医療支援が受け
られるように体勢を整えている。

ユニットごとで異なる協力医療機関が月2
回訪問診療を行っています。歯科医も異な
る医師が週1回訪問し口腔ケアを行ってい
ます。訪問看護師が週1回訪問し利用者の
健康管理を行っています。他の医療機関の
受診は基本家族が行いますが、突発的な場
合は職員が対応しています。

状況の変化に応じ、ご家族様に相談した
り、話し合う事で個別ケアとして対応出来
る様に努めています。

生活保護を受給している方、後見人や保佐
人がいる方など様々な方が入居している中
で、必要時には連携を取ったり、地域支援
課や包括支援センターとの連携を図り日常
生活が送れるように支援している。

入居者本人や家族からの要望を聞き、ケア
プランに反映できるように努めています。

日々の様子を個人記録に書き込み、利用者
の思いや意見を反映しています。利用者が
よりよく暮らすための課題やケアのあり方
についてフロア会議で話し合っています。
利用者、家族の要望や変化に応じて見直し
を行い、現状に即した介護計画を作成して
います。

日々の記録を確認し、申し送り事項等を共
有する事でチームケアに活かせるように努
めています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

各フロアにマニュアルを掲示する事と共に
研修を実施。理解不足の事については相談
したり、調べるよう努めている。

法定内研修において避難訓練を実施してい
るが、実際に一時避難場所(近所の公園)や
避難所(近隣の小学校)まで避難をしてみた
事はない。実際に避難所まで行く事を想定
すると少なからずトリアージをする必要が
ある。職員の緊急連絡網も震災時に機能す
るか不明

年2回避難訓練を行っています。夜間を想
定した避難訓練では「見守り」「夜勤」
「待機場リーダー」など役割を決め実際に
起きた場合に備え真剣に取り組んでいま
す。職員は災害時に備え毛布を利用した担
架の使用方法も身に着けています。防災備
蓄用品は備品台帳で管理しています。

入院時には家族や後見人等に中心に立って
もらい、病院との情報共有やケアマネへの
情報提供をして、円滑に対応できるよう努
めている。

入居契約時に重度化・医療ケアが常時必要
な状況、終末期等の説明を行い理解しても
らえるように努めている。

定期的に協力医や家族と話し合い、事業所
で出来る終末期のケアを十分に説明し方針
を共有しています。終末期ケア専門士の資
格を取得した職員がおり、利用者・家族が
安心して納得した終末期が迎えられるよう
に看取り体制の充実を図っています。

新入職員や技能実習生職員の
ためにも、利用者の重度化や
看取りについての研修を改め
て行い、職員の不安をなく
し、共通認識を持たれること
が期待されます。

エクシオジャパン所属の看護師が週に１
度、来設する為必要時に医療的ケアを実施
して貰ったり、介護的ケアにも参加して
貰っている。またQ30にも関わってくるが
嘱託病院の看護師とも電話相談をする事が
ある。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

コロナ禍で調理は職員のみで行っていたが
５類になった頃で少しづつ、共同生活らし
い雰囲気に戻せるよう自立支援や家事等へ
の参加誘導を図っている。ただ、グループ
ホームらしからぬ介護度３～５の方も多い
為参加者は限定されてくる。

食材は2ヶ所の業者でフロアごと交互に利
用しています。利用者は出来る範囲で手伝
いをしています。行事食を業者のメニュー
から利用者の好みに合ったものを選び提供
しています。毎月の誕生会や、夏祭りでは
利用者も一緒にお好み焼きを作るなど利用
者が楽しめるような企画もしています。

職員によっては業務優先をしてしまう人も
いる為、一番難しい課題である。個別ケア
はあまり出来ていないように感じ、一日の
流れがどうしても固定化している。

支援が必要な方には一緒に選択できるよう
に支援をしているが、意思疎通の厳しい方
には職員が想定意思決定支援として季節に
あった服装を選んでいる。　自立している
方は自由にしているが真夏にコートを着た
りした際には助言を行ている。

言葉使いや声変えの方法に注意をするよう
に努めているが、認知症という疾患の関係
上、利用者同士のトラブルや危険行為に関
しては、尊厳や誇りは関係なく注意・指導
する事は必要悪と考える。

接遇・マナーの研修を行い、職員は利用者
の人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない支援を行っています。トイレ誘導の
声掛けにも配慮しています。職員同士が何
でも言い合える関係で、プライバシーを損
ねる声掛けをした場合には、互いに注意し
合えています。

日々の会話の中でヒントを見つけだし、支
援に活かせるよう努めている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

Q41でも回答したが他者の管理栄養士がバ
ランスの食事提供を提案しているが、偏食
や慢性的な便秘症などもあり、薬物療法が
中心となっている。医療陣とも連携し運動
療法や起床時の冷たいお水の摂取等で排便
が促せる様努めている。

法律で定められた最低限の週2回が現状
いっぱいいっぱいとなってしまってはいる
が、入浴の時間が楽しみの１つになるよう
に心がけている。毎日とか入れるくらい余
裕の職員数になれば最高ですよね。

機械浴を完備し利用者は週2回午前中に入
浴しています。ラジオを聞きながらの入浴
など利用者もいます。終末期の利用者に
は、浴室にエアマットを敷き、仰臥位（横
たわってる体位）でシャワー浴を行い清潔
保持に務めています。個々に応じた入浴方
法を工夫しています。

毎食後、口腔ケアを促し自分でするように
促している。自力でできる方に関しても
「やったつもり」で終わっている事がある
為定期的に支援に入る様努めている。

日中の排泄パターン等の確認は比較的簡単
に行え、自発的にトイレに向かう方の軽支
援となっているが、夜間に関してはどうし
ても夜間の排尿が多いのと夜勤者によって
一回数のパット使用量がバラバラにはなっ
てしまっている。

排泄記録表で個々の排泄パターンを把握し
プライバシーを損ねない配慮をしトイレ誘
導を行っています。トイレまで自分で歩行
できる利用者には見守りや一部介助などで
自立に向けた個々の排泄介助を行っていま
す。夜間起きることの嫌がる利用者にはオ
ムツを使用するなど本人の意思を尊重して
います。

水分と排泄の表を活用し、ユニット内9名
全員の情報の習得と管理ができるようにし
ている。　栄養バランスに関してはタイヘ
イ食品や大和食品の管理栄養士が計算/設
定をしていると思うが、実際には偏食が多
い為どの程度の栄養素を摂取出来ているか
は不明
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

勘定面もしっかりとしている方も中にはい
るが、本社/施設の方針で、本人に現金を
持ってもらう事は控えさせてもらってい
る。物品購入等は家族や後見人、保佐人を
通して行っている。

入居者の多くが女性な事もあり、家事等は
体調を見ながら任せる事ができるよう図っ
ている。嗜好品に関しては家族の協力の上
で実施しているが喫煙や飲酒等はしていな
い。

あまり外に行きたいと動く入居者が現状い
ない。せん妄や妄想で外に行こうとする時
はあるが、大体、早朝や夜間の事が多い
為、その時に「行くか！」と希望に沿う事
は現状出来ていない。

日常的に散歩に出かけたり、個々の要望に
応じて近くへの買い物に出かけています。
花見には相模原公園や相模原市役所方面に
出かけています。人の多いところは避け
て、町田ダリヤ園、薬師池公園に事業所の
車で出かけています。キャンプやバーベ
キューの計画もあります。

午睡を取る方、フロアでのんびりとする
方、居室で好きなテレビ番組を見る方、思
い思いの過ごし方をしています。時には夜
間に眠れない時もあるが昼間に寝れたりし
ているので、臨機応変に対応している。

全てのスタッフがすべての利用者の内服薬
の効能等は把握しているとは到底思えない
が、個人個人の居宅管理指導書や薬情は常
に保管してあり、必要時に確認し対応でき
るようにしている。拒薬ぎみの方には心臓
の薬と伝えたり、不穏時にプラセボ対応の
方もいる
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アクア淵野辺グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

居室にはご家庭で使用していた家具や寝具
類を持ってきてもらう事が基本となってい
るが、持ってきすぎて居室内での動線の確
保が難しかったり、危険な場合がご家族に
伝えて、持って帰ってもらったり、少し片
づけさせてもらっている。

居室のクローゼットに衣類や日用品をきれ
いに収納できるように配慮しています。テ
レビや仏壇、愛用のイスを持ち込みんでい
る人もいます。家族や友人が面会に来た時
には居室で過ごしてもらえるようにしてい
ます。

過介護や過支援にならないよう、自立と自
律両側面を考えて、生活が出来るように努
めている。

基本的にテレビがずっとついているが、音
が小さいという方がいても、煩い目障りと
感じている方はいない為平安は保たれてい
ると思われる。フロアは少し手狭に感じる
事もあるが、不正不満なくなんとか過ごせ
ている。

玄関ホールから1、2階すべてにクリスマス
の飾りつけをするなど、施設の中でも季節
を感じてもらえるようにしています。陽が
射し込み明るい居間は利用者の寛ぐ場所と
なっています。秋には天井から手作りの葡
萄を吊り下げて葡萄狩りに来た気分を味わ
えるようにするなど、利用者が楽しめるよ
うな工夫をしています。

上記にも記載したが、フロアが手狭な為、
共用空間で独りの時間を確保する事が難し
いかも知れないが、各々自由に過ごせては
いると考える。

希望時には電話をかけられるようにはして
いるが、家族側の都合と会わず普通で終
わったり、実際に連絡が取れたとしても電
話での会話が難しくなってきている。手紙
を書こうとする方も現在いない為、家族と
の連絡は職員が行っている。
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56 レ 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの レ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 レ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない レ 4．ほとんどない

58 レ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが レ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

レ 2，利用者の2/3くらいが レ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが レ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

レ 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 レ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが レ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 レ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 アクア淵野辺グループホーム

 ユニット名 2階ユニット

　Ⅴ　アウトカム項目
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アクア淵野辺グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

コロナの影響もあり、書面での会議のみ
行っていた。が8月、9月は対面での会議
を実施。状況の報告や交換を行い、世界
アルツハイマーデーに向けてオレンジの
折り紙で鶴折りにも参加した。

管理者が行っているが、一般の職員は
行っていない。

コロナの影響もあり交流は控えていた
が、徐々に自治会の行事等に顔を出して
いる。（現在は施設長または職員のみ）

コロナの影響もあり、地域交流は控えて
いる為、地域の人々に向け活かす機会が
ない。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

アクア淵野辺の理念がある。長れで毎日
声に出し唱和している。（事務所に貼っ
てある）。管理者、職員はリネンを元に
日々の業務に努めている。
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アクア淵野辺グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象
となる具体的な行為を正しく理解するととも
に、身体的拘束等の適正化のための指針の整
備、定期的な委員会の開催及び従業者への研修
を実施し、緊急やむを得ない場合を除き、身体
的拘束等をしないケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

施設玄関に意見箱を設置している。利用
者様や家族の方とコミュニケーションを
取り意見を伝えやすい関係作りに務めて
いる。

管理者は行っているが、一般の職員は
行っていない。

都度充分な説明と意見を伺い、理解、納
得をして頂けるよう図っている。

定期的に研修を行い、職員の理解を深
め、身体拘束を行わないように努めてい
る。

定期的に研修を行い、祖yクインの理解
を深め、適切なケアを行うよう努めてい
る。
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アクア淵野辺グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

本社研修等で他の施設(系列の他施設、
別法人ではない)の職員と共に学び交流
を図っている。

本人への要望の聞き取りをしっかりと行
い、ケアプランに沿って支援、コミュニ
ケーションを図るよう努めている。

本社より定期的に施設状況を見に来て下
さり、職員にも声を掛けている。

本社研修や法人外の研修情報も定期的に
声が掛かり、職員が参加している。

管理者のフロア会議への参加、又、個々
人との話の場を設けるなど意見を聞き反
映できるように努めている。
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アクア淵野辺グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

職員が間に入り、会話を進めるなどして
コミュニケーションをとっている。

キーパーソンのご家族様に了承を得た方
との面会は受けていたが、現在はまだこ
ろなの影響もあり、面会はほぼ家族のみ
である。

都度の訴えやご家族との関わりを持って
持てるように考えている。

ご家族様の要望を伺い、計画書作成時に
反映するように努め居ている。

事前の情報やご本人からの聞き取りで、
サービス提供に反映出来る様に努めてい
る。
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アクア淵野辺グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

入居時に得られた情報以外にも後から得
られた情報などは記録に残し多くの情報
を職員で共有するように努めている。
日々の関りの中で、利用者が話す事や以
前に利用していた施設等からの情報、家
族との面談や訪問時に聞き取りをし把握
するように努めている。

日々の記録、申し送り、報告により、全
職員でその日の変化の把握に努めてい
る。一人ひとりの出来ること、持ってい
る能力に注目し、それを活かせるように
支援している。

退去時にカードやアルバムを作成し、渡
したり、退去後も家族が立ち寄り易いよ
うに声を掛けている。

日常生活の関りの中で利用者の発せられ
る言葉や表情、行動から思いや意向を把
握するように努めている。家族の訪問時
にも希望や意向を聞き情報を得るように
する。艱難な場合はゆっくり向き合い職
員間の情報を共有して希望や意向を推測
している。

職員が間に入り、会話を進めるなどして
コミュニケーションをとっている。

株式会社フィールズ



アクア淵野辺グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

本人・家族の意向を配慮し、医療的ケア
が受けられるように支援している。

1人ひとりのニーズで今までのないこと
であれば、本人・家族と相談しながら、
事業所で可能な限り対応している。

出来る時に買い物に出かけたり、コロナ
のため外食は控えているが出前を頼んだ
りしている。

利用者には日々の関りの中で思いや意見
をくみ取り、家族には面会や訪問時に意
向やアドバイスを頂き反映させるように
努めている。職員間では会議や各担当者
が中心で行うモニタリング等で利用者の
心身状況の変化に合わせた支援について
の意見交換に努めている

毎日の利用者の記録は詳細に残してい
る。職員間で情報の共有を徹底し、変化
にすぐに対応するために1日2回の申し送
りを実施している。またノート等の活用
での連絡ができるようにしている。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

施設内研修にて実施している。急変や事
故に対するマニュアルをフロアに掲示し
ている。

年に２回、日中と夜間を想定しての避難
訓練を実施している。自治会等の地域と
の関係性も大切にしている。

入退院の際をご家族からの情報や病院側
からの情報をもとにニーズの把握や支援
内容の再検討を職員全員で臨機応変に動
けるように努めている。

嘱託医や家族と話を定期的に行う事で、
本人の意思が確認できない場合には想定
意思決定ができるように施設全体で取り
組んでいる。

介護職員が利用者の小さな変化に気が付
けるように研鑽し、訪問診療時や施設看
護師の来設備に相談できるように努めて
いる。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

本人のペースで食事を楽しんでもらうと
共に、必要時には声を掛けている。

施設サービス計画書通り、利用者が望む
生活を、本人のペースで支援できるよう
にしている。

自己決定が可能な方には自分で選んでも
らうようにしているが、季節や気温とそ
ぐわないようなお気に入りの服の場合は
助言をしている。

施設内研修にて勉強会を行い、日々のケ
アで本当に尊厳が保てているかの自己覚
知に励んでいる。

普段の会話の中から、利用者の困りごと
や希望を聞き、解決出来るようにしてい
る。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

水分を多く摂取できるように支援をした
り、腹部マッサージ等を行っている。

週に最低2回入浴が出来る様に支援をし
ている。体調不良時や本人の意向に沿っ
て曜日は臨機応変に対応している。

自身で行える方は自身で行い、介助が必
要な方には介助をしている。義歯は夜間
帯は預かり消毒をしている。

定時の声掛けを行い一人でいる事が危険
な方に関してはプライバシーに配慮しつ
つ付き添う事もある。

食事や水分が進まない利用者には、声か
けを行い、少しでも摂取出来るように苦
痛にならないよう細分化して少量づつ提
供している。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

認知症の症状が顕著に出ており、家族と
職員において管理している。後見人がつ
いている方もいる。

残存能力を生かした日常生活における家
事やリハビリ等をかねたレクリエーショ
ンなどを提供できるように支援してい
る。

コロナにより一時期行っていなかった
が、徐々に本人希望で散歩や買い物が出
来よう検討しいている。

定期的なリネン交換や環境整備を行うと
共に、夜間の定時巡視、夜間に起きてき
てしまう方にも時間を伝えて少しでも休
めるように支援をしている。

薬情の内容を確認しながら、事故のない
ように個人個人のケアを行っている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

本人が過ごしやすい空間になる様に工夫
している。

1人ひとりの安全が確保できるように努
めている。

職員を中心に、利用者と一緒に掃除がで
きるように心がけている。

同じテーブルの方を談話ができるように
座席の位置を調整したり、コミュニケー
ションが苦手な方には職員が間に入る様
に心がけている。

季節の挨拶などの手紙を出している。
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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 2-2

地域との交流はコロナ渦により疎遠気味で
あった。しかし、5類になったので、今後
は地域との交流お深めていき、双方の行事
に参加できるよう働きかけていきたい

年間を通して、地域との連携を深める
意味でも交流を再開していく

・双方の情報共有をし、参加できる行
事にはお互いに参加をしていけるよう
にする。
・施設からは年間行事予定表を提示す
る

9ヶ月

2 33-15

終末期や看取りといった日々の中では
行わない業務を、職員に、その状況に
なった時、慌てず心のこもった介護が
できるよう指導する

終末期における看取りの研修を行い、
すべての職員が平均以上の介護が出来
る様にする

・週目付きにおける看取りの研修を行
う。

6ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

2023年度

事業所名　アクア淵野辺グループホーム
作成日　　2024年　5月　8日


